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江
戸
時
代
に
お
け
る
目
黒
地
域
の
農
業
生
産 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

梅 

一
声 

 

｛
は
じ
め
に
｝ 

 

私
は
平
成
元
年
よ
り
東
京
都
目
黒
区
洗
足
に
住
居
を
構
え
て
い
る
。
こ
の
地
は
江
戸
時
代
に
は
、
武
蔵

国
（
武
州
）
荏
原
郡
馬
込
領
碑
文
谷
村
と
称
せ
ら
れ
て
い
た
。 

 

与
え
ら
れ
ま
し
た
レ
ポ
ー
ト
の
命
題
に
そ
っ
て
、
こ
の
碑
文
谷
村
を
含
む
江
戸
時
代
の
目
黒
六
ヵ
村
（
現

在
の
目
黒
区
）
の
農
業
生
産
を
中
心
テ
ー
マ
に
論
じ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

目
黒
六
ヶ
村
（
三
田
村
・
上
目
黒
村
・
中
目
黒
村
・
下
目
黒
村
・
碑
文
谷
村
・
衾
村
）
に
お
い
て
も
、

年
貢
の
問
題
、
村
騒
動
（
一
揆
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
）、
文
政
の
改
革
へ
の
対
応
、
飢
饉
へ
の
対
応
等
々

政
治
問
題
は
生
じ
て
は
い
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
本
地
域
が
、
江
戸
城
下
町
の
南
西
部
に
あ
っ
て
近
郊
周
辺

農
村
の
一
つ
と
し
て
、
巨
大
都
市
大
江
戸
の
食
を
支
え
て
来
た
こ
と
が
地
域
性
の
特
色
で
あ
る
と
考
え
る
。 

 

近
郊
周
辺
農
村
の
代
表
格
と
し
て
は
、
東
の
葛
西
、
北
の
駒
込
が
上
げ
ら
れ
る
。
南
西
部
の
目
黒
六
ヶ

村
を
論
じ
る
時
に
葛
西
地
区
と
の
比
較
も
適
宜
行
っ
て
い
き
た
い
。 

 

本
地
域
の
農
業
生
産
の
特
性
は
、
結
論
と
し
て
言
え
る
こ
と
は
、
水
田
に
向
く
土
地
が
割
合
的
に
少
な

く
（
水
田
率
１
４
パ
ー
セ
ン
ト
）、
よ
っ
て
畑
作
の
依
存
を
大
き
く
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
畑
作
も
地
味
的
に

決
し
て
よ
く
な
い
地
質
の
も
と
で
蔬
菜
作
り
に
力
を
入
れ
、
江
戸
城
下
町
向
け
に
出
荷
し
て
い
っ
た
。 

 

そ
の
中
で
、
地
域
特
産
と
し
て
「
目
黒
の
筍
」
を
育
て
上
げ
た
。 

 

農
業
生
産
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
地
勢
を
調
べ
、
即
ち
東
京
（
武
蔵
野
）
と
目
黒
区
（
目
黒
六
ヶ
村
）

の
地
勢
か
ら
説
き
起
こ
し
農
業
生
産
の
実
態
を
論
述
す
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
注
１
）
現
目
黒
区
、
目
黒
六
か
村
、
目
黒
地
域
と
以
後
適
宜
称
す
る
が
地
理
的
な
範
囲
は
同
じ
で
あ
る
。 

（
注
２
）
数
字
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
記
述
の
都
度
出
典
を
記
す
が
、
そ
の
外
の
記
述
の
出
典
は
特
記
す

る
以
外
は
参
考
資
料
と
し
て
別
紙
に
一
括
記
載
す
る
。 

 
 目

次 

｛
は
じ
め
に
｝ 

一
、
東
京
都
目
黒
区
の
地
勢 

（
１
） 

東
京
（
江
戸
）
の
地
勢
の
概
要 

（
２
） 

目
黒
区
の
地
勢 

二
、
目
黒
六
ヶ
村
（
江
戸
時
代
） 

（
１
） 

三
田
村 

（
２
） 

上
目
黒
村 

（
３
） 

中
目
黒
村 

（
４
） 

下
目
黒
村 
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（
５
） 

碑
文
谷
村 

（
６
） 

衾
村 

三
、
目
黒
地
域
の
農
業
生
産 

（
１
） 

江
戸
周
辺
の
農
業 

（
２
） 

目
黒
地
域
の
水
田 

 
 

① 

水
田
の
状
況 

 
 

② 

葛
飾
地
域
の
農
業 

 
 

③ 

水
田
の
特
性 

（
３
） 

目
黒
地
域
の
畑
作 

 
 

① 

江
戸
周
辺
の
畑
作 

 
 

② 

目
黒
地
域
の
蔬
菜
生
産 

四
、
肥
料 

五
、
余
録 

（
１
）
青
木
昆
陽 

（
２
）
目
黒
の
さ
ん
ま 

｛
お
わ
り
に
｝ 

 

一
、
東
京
都
目
黒
区
の
地
勢 

そ
の
地
域
の
農
業
生
産
に
も
っ
と
も
重
要
事
象
は
地
域
の
地
形
、
水
系
、
土
壌
、
気
候
等
の
地
勢
で

あ
る
。
こ
の
地
勢
に
あ
わ
せ
て
農
産
物
の
種
類
や
取
れ
高
が
決
ま
っ
て
く
る
。 

又
、
消
費
地
で
あ
る
江
戸
よ
り
の
距
離
も
大
事
で
あ
る
。 

こ
の
意
味
か
ら
次
の
通
り
先
ず
、
地
勢
等
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
を
ま
と
め
て
み
た
。 

 

（
１
） 

東
京
（
江
戸
）
の
地
勢
の
概
要 

○ 

関
東
平
野
の
南
部
中
央
に
位
置
し
、
南
は
東
京
湾
に
面
す
る
。
西
は
武
蔵
野
台
地
が
ひ
ろ
が
り
、

多
摩
川
を
挟
ん
で
多
摩
丘
陵
が
連
な
る
。
東
は
隅
田
川
、
江
戸
川
、
利
根
川
、
荒
川
の
三
角
州

（
低
地
）
で
あ
る
。 

○ 

現
在
よ
り
２
万
年
前
以
前
は
（
最
終
氷
河
期
）
で
東
京
付
近
は
、
最
大
１
３
０
㍍
海
面
が
低
下

し
て
お
り
、
東
京
湾
は
ほ
と
ん
ど
陸
地
で
あ
っ
た
。
二
万
年
前
以
降
よ
り
温
暖
期
＝
後
氷
期
に

入
り
、
縄
文
時
代
前
期
（
６
千
年
前
）
は
現
在
よ
り
海
面
は
３
メ
ー
ト
ル
高
い
。
当
時
、
目
黒

地
域
を
流
れ
る
目
黒
川
、
立
会
川
、
呑
川
一
帯
は
海
岸
線
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

 
 

そ
れ
以
降
は
徐
々
に
氷
期
に
入
り
（
温
暖
と
寒
冷
を
繰
り
返
し
つ
つ
）
今
日
に
至
っ
て
い
る
。 

 
 
 
 

 

（
２
） 

目
黒
区
（
江
戸
時
代
の
目
黒
六
ヶ
村
）
の
地
勢 

 
 

① 

位
置 

 
 
 

（
別
紙
図 

資
①
「
東
京
都
全
図
」
全
国
分
県
地
図
よ
り
） 
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東
京
都
二
十
三
区
の
一
区
で
都
心
の
南
西
部
に
位
置
し
、
東
は
品
川
区
、
港
区
、
西
は
世
田
谷

区
、
南
は
大
田
区
、
北
は
世
田
谷
区
に
接
し
て
い
る
。 

 

 
 
 
 

区
内
の
現
在
の
町
名
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

駒
場
一
～
四
丁
目
（
以
下
丁
目
を
略
）、
青
葉
台
一
～
四
、
東
山
一
～
三
、
上
目
黒
一
～
五
、
中

目
黒
一
～
五
、
三
田
一
～
二
、
目
黒
一
～
四
、
下
目
黒
一
～
六
、
中
町
一
～
二
丁
目
、
五
本
木

一
～
三
丁
目
、
祐
天
寺
一
～
二
丁
目
、
中
央
町
一
～
二
丁
目
、
目
黒
本
町
一
～
六
、
原
町
一
～

二
、
洗
足
一
～
二
、
南
一
～
三
、
碑
文
谷
一
～
六
、
鷹
番
一
～
三
、
平
町
一
～
二
、
大
岡
山
一

～
三
、
緑
が
丘
一
～
三
、
自
由
が
丘
一
～
三
、
中
根
一
～
二
、
柿
の
木
坂
一
～
三
、
八
雲
一
～

五
、
東
が
丘
一
～
二 

 

（
江
戸
日
本
橋
よ
り
の
距
離
は
二
～
三
里
） 

 ② 

面
積 

１
４･

７
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル 

 
 

東
京
都
の
全
体
の
面
積
の
０･

７
１
パ
ー
セ
ン
ト
、
二
十
三
区
全
体
の
２
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
（
十

六
番
目
の
広
さ
） 

 

 

③ 

人
口 

 

○ 

現
在
（
平
成
十
八
年
七
月
一
日
） 

 

世
帯
数 

１
３
万
７
３
２
１
世
帯 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

人
口 

 

２
５
万
９
９
５
人 

 
 
 

（
注
）
目
黒
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り 

 

○ 

東
京
府
志
料
（
明
治
五
年
） 

 
 
 

戸
数 

 

１
０
３
８
戸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

人
口 

 

５
３
１
６
人 

 
 

 

（
注
）
江
戸
時
代
の
詳
細
統
計
資
料
が
な
い
の
で
、
明
治
五
年
の
戸
籍
を
も
っ
て
江
戸
時
代

の
人
口
と
し
た 

 
 
 
 

 

④ 

地
形 

（
別
紙 

図
資
②
「
山
の
手
台
地
の
構
造
」・
資
③
「
東
京
都
心
に
あ
る
山
」
・
資
④
「
目
黒
区

内
遺
跡
分
布
図
（
地
形
・
高
低
を
見
る
た
め
に
）」） 

 
 

東
の
荒
川
と
西
の
多
摩
川
の
間
に
位
置
す
る
の
が
武
蔵
野
台
地
で
あ
る
。
こ
の
武
蔵
野
台
地
の

西
南
部
を
荏
原
台
（
標
高
は
２
０
～
４
０
メ
ー
ト
ル
、）
と
称
す
る
。
反
対
側
の
東
北
部
を
淀
橋

台
（
標
高
４
０
メ
ー
ト
ル
）
と
称
す
る
。
こ
の
荏
原
台
と
淀
橋
台
と
間
に
目
黒
川
を
挟
み
、
川

の
西
側
の
低
い
台
地
が
目
黒
台
（
標
高
２
０
メ
ー
ト
ル
）
で
あ
る
。 

 
 
 
 

目
黒
区
は
全
体
面
積
１
４･

７
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
内
、
荏
原
台
に
四
分
の
一
、
淀
橋
台
に
四

分
の
一
そ
し
て
目
黒
台
と
斜
面
と
川
筋
の
平
坦
部
で
四
分
の
二
程
度
の
地
積
構
成
で
あ
る
。 
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⑤ 

主
な
水
系
（
江
戸
時
代
） 

○ 

目
黒
川 

目
黒
区
内
を
流
れ
る
川
・
用
水
で
一
番
大
き
い
川
で
あ
る
。
世
田
谷
上
高
井
戸
付
近
に
発
す

る
北
沢
川
と
鳥
山
川
が
世
田
谷
三
宿
付
近
で
合
流
し
て
、
淀
橋
台
と
目
黒
台
の
間
を
流
れ
て

品
川
で
東
京
湾
に
注
ぎ
込
む
。
河
口
付
近
で
は
品
川
と
言
っ
た
こ
と
も
あ
る
。 

（
現
在
は
、
新
宿
区
上
落
合
の
落
合
処
理
場
の
高
度
な
処
理
水
が
送
水
さ
れ
て
い
る
。） 

川
幅
は
現
在
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
護
岸
で
、
幅
は
２
５
メ
ー
ト
ル
位
弱
の
所
が
多
い
。（
目
測
） 

川
の
北
側
は
淀
橋
台
に
続
く
切
立
っ
た
急
斜
面
で
、
南
側
は
目
黒
台
に
続
く
緩
斜
面
で
あ
る
。

南
側
に
は
厚
さ
数
メ
ー
ト
ル
の
沖
積
層
が
あ
る
。 

 
 
 
 
 

目
黒
川
へ
の
支
流
は
目
黒
台
に
発
す
る
細
流
だ
け
で
あ
っ
た
。
蛇
崩

じ
ゃ
く
ず
れ

川が
わ

、
谷
戸
前
川
、
羅
漢

寺
川
で
い
ず
れ
も
地
下
水
・
湧
き
水
を
源
に
す
る
小
川
程
度
の
川
で
あ
る
。（
現
在
、
蛇
崩
川

は
暗
渠
、
後
の
二
川
は
地
図
上
見
当
た
ら
な
い
） 

 

○ 

立
会
川 

 
 

目
黒
台
西
部
の
碑
文
谷
池
、
清
水
池
（
い
ず
れ
も
地
下
水
を
溜
め
た
灌
漑
用
水
の
溜
池
）
よ

り
南
東
に
流
れ
、
目
黒
台
よ
り
２
～
３
メ
ー
ト
ル
低
い
凹
地
を
進
み
、
東
京
湾
に
注
ぎ
込
む
。 

 
 

（
現
在
は
、
幅
２
メ
ー
ト
ル
の
暗
渠
に
な
っ
て
い
る
。） 

 
 

昭
和
二
十
九
年
の
暗
渠
前
の
写
真
を
見
る
と
土
手
の
な
い
小
川
の
よ
う
で
あ
る
。 

 
 ○ 

呑
川 

世
田
谷
区
内
の
荏
原
台
北
部
に
源
を
発
し
、
細
流
を
合
し
大
田
区
よ
り
東
京
湾
に
注
ぎ
込
む
。 

（
現
在
は
、
幅
２
メ
ー
ト
ル
の
暗
渠
に
な
っ
て
い
る
） 

 

○ 

三
田
用
水 

 
 

目
黒
区
北
部
駒
場
か
ら
渋
谷
区
を
東
南
に
流
れ
、
目
黒
川
に
流
れ
込
む 

 
 

玉
川
用
水
を
分
水
し
た
も
の
で
、
当
初
は
飲
料
水
で
あ
っ
た
が
享
保
７
年
に
農
業
用
水
に
な

っ
た
水
路
で
あ
る
。（
現
在
は
暗
渠
） 

 ⑥ 

地
質
と
土
壌 

（
別
紙 

図
資
⑤
「
目
黒
区
の
地
質
断
面
」） 

○ 

ほ
と
ん
ど
の
台
地
部
分
は
、
武
蔵
野
の
代
表
的
な
地
質
で
あ
る
。
表
土
（
２
０
～
４
０
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
は
黒
土
（
腐
植
土
）
で
そ
の
下
は
赤
土
（
関
東
ロ
ー
ム
層
）
で
あ
る
。 

○ 

目
黒
川
、
立
会
川
、
呑
川
が
流
れ
る
周
辺
の
わ
ず
か
な
低
地
部
分
（
谷
底
平
野
）
は
沖
積
地

で
あ
る
。 

地
質
は
、
灰
色
、
青
灰
色
の
粘
土
シ
ル
ト
、
砂
質
シ
ル
ト
で
そ
の
上
に
褐
色
の
砂
礫
又
疎
脳
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上
に
盛
土
の
構
成
で
あ
る
。 

○ 

地
下
水
面
は
川
周
辺
の
低
地
部
分
で
地
面
ぎ
り
ぎ
り
、
台
地
部
分
で
は
２
～
２
５
メ
ー
ト
ル

と
ば
ら
つ
き
が
あ
る
。 

 

⑦ 

湧
き
水 

○ 

目
黒
川
両
岸
の
台
地
の
崖
と
目
黒
台
の
上
に
多
い
。 

○ 

碑
文
谷
池
や
清
水
池
は
こ
れ
ら
の
湧
き
水
の
集
積
で
あ
る
。 

 

⑧ 

気
候 

 

（
数
値
は
「
目
黒
区
史
」）
よ
り 

○ 

気
温
・
・
・
・
１
月 

３
度
Ｃ
、 

４
月 

１
３
度
Ｃ
、 

８
月
２
７
度
Ｃ 

 
 
 
 
 
 
 
 

１
０
月 

１
６
度
Ｃ 
（
１
９
５
１
年
～
１
９
５
５
年
平
均
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

都
心
に
比
べ
０
・
５
～
１
度
Ｃ
程
度
低
い 

 
 
 
 
 
 
 
 

東
京
は
都
心
か
ら
外
郭
へ
向
か
っ
て
気
温
が
下
が
る
。 

 

○ 

降
水
量
・
・
・
６
月
と
９
月
の
降
水
量
が
多
い
。（
１
９
０
～
２
１
０
ミ
リ
）
１
２
～
２
月
の 

 
 
 

期
間
は
少
な
い
。
年
に
よ
っ
て
特
に
夏
季
に
つ
い
て
は
降
雨
量
の
差
が
あ
る
。

（
１
９
５
１
年
～
１
９
５
５
年
平
均
） 

 
 
 

東
京
は
東
か
ら
西
に
か
け
降
雨
量
が
増
え
る
傾
向
に
あ
る
。 

 
 

 

二
、
目
黒
六
ヶ
村
（
江
戸
時
代
の
目
黒
地
域
） 

 
 

目
黒
六
ヶ
村
（
江
戸
時
代
に
お
け
る
三
田
村
、
上
目
黒
村
、
中
目
黒
村
、
下
目
黒
村
、
碑
文
谷
村
、

衾
村
）
は
、
武
蔵
国
荏
原
郡
に
属
し
て
い
る
。 

 
 

武
蔵
国
は
現
在
の
東
京
都
の
全
域
と
埼
玉
県
と
神
奈
川
県
の
北
東
部
の
一
部
を
範
囲
と
し
た
。
律
令

時
代
は
二
十
一
郡
で
、
東
京
都
は
荏
原
郡
、
多
摩
郡
、
豊
島
郡
、
足
立
郡
が
含
ま
れ
る
。
江
戸
は
豊

島
郡
江
戸
郷
で
あ
る
。 

 
 

古
代
の
行
政
区
画
で
は
当
初
東
山
道
で
あ
っ
た
が
、
八
世
紀
に
東
海
道
に
編
成
替
え
に
な
っ
た
。 

 
 

こ
れ
は
古
く
は
、
荏
原
郡
を
含
む
関
東
南
部
が
ま
だ
入
り
江
や
、
沼
沢
地
が
多
く
、
人
馬
の
通
行
に

困
難
を
来
た
し
て
い
た
。 

 
 

相
模
（
東
海
道
）
と
上
総
（
東
海
道
）
と
間
は
古
く
は
、
江
戸
湾
を
舟
で
運
行
す
る
の
が
普
通
で
あ

っ
た
。
武
蔵
国
は
近
畿
か
ら
見
れ
ば
、
奥
羽
に
通
ず
る
上
野
、
武
蔵
、
下
野
の
一
連
で
あ
っ
て
東
山

道
の
一
つ
の
国
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
沼
沢
地
の
乾
燥
に
よ
り
、
通
行
が
可
能
に
な
り
、
人
々
が
住
む

よ
う
に
な
り
、
東
山
道
よ
り
、
東
海
道
に
編
成
替
え
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

 
 

こ
れ
か
ら
見
て
も
武
蔵
国
の
南
部
（
東
京
都
）
の
開
拓
は
遅
く
、
多
摩
川
、
入
間
川
、
利
根
川
を
利

用
し
て
の
本
格
的
な
水
田
の
開
発
計
画
は
鎌
倉
時
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
ろ
う
。 

 
 

そ
し
て
荏
原
郡
な
ど
の
台
地
の
開
発
は
水
利
の
点
か
ら
も
っ
と
遅
れ
た
で
あ
ろ
う
。 
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天
正
十
八
年
（
１
５
９
０
）
徳
川
家
康
が
関
東
入
国
（
相
模
、
武
蔵
、
上
総
、
下
総
、
上
野
、
下
野

の
一
部
の
７
カ
国
）
し
、
江
戸
を
根
拠
地
に
し
た
。 

 
 

知
行
制
の
基
本
方
針
は
、
武
蔵
、
相
模
な
ど
の
江
戸
周
辺
は
直
轄
地
（
蔵
入
地
）
と
直
属
家
臣
団
の

知
行
地
（
旗
本
領
）
と
し
、
上
級
の
大
名
は
（
後
）
北
条
氏
の
旧
支
城
に
配
置
し
た
。 

 
 

江
戸
よ
り
２
～
３
里
の
目
黒
六
ヶ
村
は
、
一
部
旗
本
領
の
ほ
か
大
部
分
は
徳
川
氏
の
直
轄
領
と
寺
領

で
あ
る
。 

 
 

六
ヶ
村
は
江
戸
ご
府
内
で
は
な
い
。
し
か
し
中
目
黒
村
と
下
目
黒
村
の
一
部
が
そ
れ
ぞ
れ
中
目
黒
町
、

下
目
黒
町
と
な
り
、
江
戸
町
奉
行
支
配
と
な
っ
た
。
（
目
黒
不
動
の
門
前
町
が
町
と
な
っ
た
）
（
別
紙

図 

資
⑥
「
朱
引
と
墨
引
の
違
い
」） 

 
 

目
黒
六
ヶ
村
の
江
戸
末
期
の
戸
数
は
１
０
３
８
戸
、
人
口
５
３
１
６
人
、
水
田
１
１
６
町
、
畑
６
８

５
町
で
あ
る
。 

 
 

六
ヶ
村
別
の
地
区
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。（
別
紙 

図
資
⑦
目
黒
六
ヶ
村
と
現
在
の
主
要
道
路
と

鉄
道
図
」） 

 

各
村
の
数
値
デ
ー
タ
は
明
治
五
年
東
京
府
志
料
よ
り
引
用
す
る
。
（
目
黒
区
史 

資
料
編
） 

時
期
的
に
見
て
江
戸
時
代
の
様
子
は
、
統
計
が
揃
わ
な
い
江
戸
時
代
の
資
料
よ
り
確
か
で
あ
る
。 

 

（
１
） 

荏
原
郡
麻
布
領
三
田
村 

 

○ 

天
領 

 

○ 

日
本
橋
よ
り
１
里
３
０
町
の
行
程 

 
 

○ 

使
用
水
系
は
見
た
用
水
（
上
記
一
、（
２
）
⑤
） 

 
 

○ 

戸
数
１
５
戸
、
人
口
９
４
人 

 
 

○ 

田
・
・
・
４
反 

 

畑
・
・
・
１
３
町
１
反 

 
 

○ 

物
産 

 
 
 
 

米 

４
石
、
大
麦
６
０
石
、 

そ
の
他
穀
類
以
外
は
（
取
れ
高
は
略
）
、
大
豆
、
小
豆
、
大
角
豆
、
黍
、
蕎
麦
、
大
根
、
甘
薯
、

胡
瓜
、
番
南
瓜
、
生
茶 

 

 
 
 
 
 

 

（
２
）
荏
原
郡
馬
込
領
上
目
黒
村 

 
 

（
別
紙 

図
資
⑧
「
上
目
黒
の
村
絵
図
」） 

 

○ 

天
領
よ
り
一
時
増
上
寺
領
に
な
っ
た
が
そ
の
後
又
天
領
と
な
る
。 

○ 

日
本
橋
よ
り
２
里
半 

○ 

使
用
水
系
は
目
黒
川
及
び
三
田
用
水 

○ 

戸
数
２
１
８
戸
、
人
口
１
２
０
５
人 

○ 

田
・
・
・
２
７
町
９
反 

 

畑
・
・
・
２
２
５
町
９
反 

○ 

物
産 米 

五
九
〇
石
、 

麦 

八
七
〇
石
、 

小
麦 

２
０
０
石
、
稗 

一
三
〇
石
、 
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蕎
麦
１
５
０
石 

そ
の
他
穀
類
以
外
は
、
（
取
れ
高
は
略
）
大
豆
、
小
豆
、
栗
、
黍
、 

菜
種
、
大
根
、
茄
子
、

筍
、
番
南
瓜
、
芋
、
越
瓜
、
濁
酒
、 

 
 

○ 

そ
の
他 

 
 
 
 

村
の
北
に
幕
府
将
軍
遊
猟
の
地
「
駒
場
野
」（
１
５
万
坪
）
が
あ
る
。 

 

（
３
）
荏
原
郡
馬
込
領
中
目
黒
村 

 

○ 

ほ
と
ん
ど
増
上
寺
領
（
芝
）、
一
部
祐
天
寺
（
碑
文
谷
村
）
の
拝
領
地 

 
 

 

目
黒
不
動
の
門
前
地
が
中
目
黒
町
と
な
り
、
江
戸
町
奉
行
の
支
配
と
な
る
（
延
享
２
年 

１
７

４
５
） 

 
 

○ 

日
本
橋
よ
り
２
里 

 
 

○ 

使
用
水
系
は
三
田
用
水 

 
 

○ 

戸
数
１
８
２
戸
、
人
口
５
３
８
人 

 
 

○ 

田
・
・
・
１
５
町
９
反 

畑
・
・
・
６
５
町
１
反 

 
 

○ 

物
産 

 
 
 
 

米 

３
１
０
石
、 

大
麦 

３
６
０
石
、 

小
麦 

５
石
、 

蕎
麦 

６
石
、 

稗 

６
石 

 
 

 
 

そ
の
他
穀
類
以
外
（
取
れ
高
は
略
） 

大
豆
、
小
豆
、
栗
、
黍
、
胡
麻
、
菜
種
、
大
根
、
筍
、

芋
、
醤
瓜
、
油
、
濁
酒 

 
 
 

 

（
４
） 

荏
原
郡
馬
込
領
下
目
黒
村 

 

○ 

天
領
よ
り
寛
永
９
年
（
１
６
３
２
）
に
増
上
寺
領
（
芝
） 

 
 
 

目
黒
不
動
の
門
前
地
が
下
目
黒
町
と
な
り
、
江
戸
町
奉
行
の
支
配
地
と
な
る
（
延
享
２
年 

 

１
７
４
５
） 

 

○ 

日
本
橋
よ
り
２
里
８
丁 

 

○ 

使
用
水
系
は
三
田
用
水 

 

○ 

戸
数
１
７
９
戸
、 

人
口
８
９
１
人 

 

○ 

田
・
・
・
１
６
町 

畑
・
・
・
６
６
町
７
反 

 
 

○ 

物
産 

 
 
 
 

米 

３
２
５
石
、 

大
麦 

４
７
０
石
、 

小
麦 

２
０
石
、 

稗 

５
５
石
、 

 

蕎
麦 

８
石
、 

粟 

２
４
石 

 

 
 
 
 

そ
の
他
穀
類
以
外
（
取
れ
高
は
略 

大
豆
、
小
豆
、
黍
、
胡
麻
、
独
活
（
う
ど
）、
茄
子
、
越
瓜 

 
 
 
 

 

 

（
５
）
荏
原
郡
馬
込
領
碑
文
谷
村 

 
 

○ 

ほ
と
ん
ど
神
谷
氏
（
旗
本
）
の
知
行
地
で
一
部
円
融
寺
（
碑
文
谷
村
）
と
増
上
寺
領 

 

 
 

○ 

日
本
橋
よ
り
２
里
２
２
町 

 
 

○ 

使
用
水
系
は
立
合
川
、
天
水 
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○ 

戸
数
１
９
６
戸
、 

人
口
１
１
５
８
人 

 
 

○ 

田
・
・
・
２
０
町
３
反 

畑
・
・
・
１
８
７
町
８
反 

 
 

○ 
物
産 

 
 
 
 

米 
１
８
９
石
、 

大
麦 

７
８
９
石
、 

小
麦 

８
８
石
、 

稗 

１
５
９
石
、 

 
 
 
 

蕎
麦 
２
０
石 

 
 

 
 

そ
の
他
穀
類
以
外
（
取
れ
高
は
略
）
黍
、
栗
、
大
豆
、
小
豆
、
胡
麻
、
菜
種
、
芋
、
番
南
瓜
、

大
根 

甜
瓜
、
醤
油
、
濁
酒 

  

（
６
）
荏
原
郡
世
田
谷
領
衾
村 

 
 

○ 

天
領
及
び
東
光
寺
領
（
衾
村
）
か
ら
寛
永
９
年
に
増
上
寺
領
（
芝
） 

 
 

○ 

日
本
橋
よ
り
３
里
２
０
町 

 
 

○ 

使
用
水
系
は
呑
川
と
湧
き
水 

 
 

○ 

戸
数
２
４
８
戸 

人
口
１
４
３
１
人 

 
 

○ 

田
・
・
・
３
５
町
４
反 

畑
・
・
・
１
２
５
町
６
反 

 
 

○ 

物
産 

 
 
 
 

米 

３
９
１
石
、 

大
麦 

１
２
８
４
石
、 

小
麦 
１
６
７
石
、 

稗 

３
１
１
石
、 

 

蕎
麦 

４
３
石
、 

 

そ
の
他
穀
類
以
外
（
取
れ
高
は
略
）
大
豆
、
栗
、
干
し
大
根
、 
越
瓜
、
茄
子
、
芋
、
甘
藷
、

筍
、
柿
子
、
杉
丸
木
、
薪
、
濁
酒 

  
 

（
右
記
に
つ
い
て
は
、
別
紙 

資
⑨
「
明
治
５
年
東
京
府
志
料
よ
り
集
計
」
で
一
覧
と
し
た
。） 

 

 
 

上
目
黒
村
（
２
７
町
・
五
九
〇
石
）、
中
目
黒
村
（
１
５
町
・
３
１
０
石
）
及
び
下
目
黒
村
（
１
６
町
・ 

３
２
５
石
）
の
米
の
取
れ
高
（
物
産
）
が
田
の
面
積
に
比
べ
多
す
ぎ
る
と
思
え
る
。 

１
反
あ
た
り
２
石
と
な
る
。
上
田
で
も
当
時
１
石
５
斗
で
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
は
下
田
が
多
く
こ
の 

数
字
は
大
き
す
ぎ
る 

よ
っ
て
、
米
の
取
れ
高
に
つ
い
て
は
畑
で
の
陸
稲
分
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。 

 

目
黒
六
ヶ
村
は
荏
原
郡
に
属
す
る
が
、
三
田
村
は
麻
布
領
に
、
目
黒
三
村
と
碑
文
谷
村
は
馬
込
領
に
、 

そ
し
て
衾
村
は
世
田
谷
領
に
属
す
る
が
、
こ
の
領
は
領
主
（
藩
）
ご
と
に
定
め
ら
れ
た
領
地
で
は
な 

い
。 

関
東
独
特
の
行
政
区
画
で
あ
る
。
徳
川
氏
が
関
東
入
国
の
折
、
北
条
氏
の
行
政
組
織
「
領
」
を
継
承 

し
、
再
編
成
し
た
。
武
蔵
国
は
、
全
二
十
二
郡
八
十
二
領
で
、
一
郡
内
二
～
十
四
領
で
あ
る
。 

検
地
は
領
単
位
で
行
わ
れ
て
い
る
。（「
領
」
編
成
と
地
域
―
近
世
前
期
を
中
心
に 

近
世
の
地
域
編 

成
と
国
家 

関
東
近
世
史
研
究
会 

１
９
９
７
） 
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三
、
目
黒
地
域
の
農
業
生
産 

（
１
）
江
戸
周
辺
の
農
業
生
産 

 
 

江
戸
周
辺
の
農
業
は
、
水
田
と
畑
の
割
合
は
東
郊
に
比
べ
西
郊
は
水
田
率
（
水
田÷

（
水
田
＋
畑
））

が
低
い
。
因
み
に
別
紙
の
資
⑩
東
京
府
志
料
（
東
京
の
地
域
研
究
（
続
）
江
波
戸 

昭
よ
り
抜
粋
、

集
計
）
に
よ
る
と
明
治
初
期
の
目
黒
地
域
の
水
田
率
は
１
４
パ
ー
セ
ン
ト
、
目
黒
区
の
属
す
る
荏
原

郡
で
は
２
９
パ
ー
セ
ン
ト
。
そ
し
て
東
郊
の
南
葛
飾
郡
で
は
６
３
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。 

 
 

荏
原
郡
で
も
多
摩
川
の
水
を
活
用
で
き
た
河
口
の
蒲
田
あ
た
り
は
７
１
パ
ー
セ
ン
ト
と
高
い
） 

 
 

「
第
三 

稲
の
日
本
史
」（
盛
永 

俊
太
郎
）
に
よ
る
と
、
水
田
率
の
全
国
平
均
は
６
６
パ
ー
セ
ン
ト

で
あ
る
。 

 
 

明
治
初
年
の
東
京
の
米
の
収
穫
高
は
１
３
万
４
千
８
３
３
石
、
内
目
黒
地
域
は
１
８
０
８
石
で
あ
る
。

（
全
国
で
は
３
１
６
２
万
石････

改
置
府
県
概
表 

１
８
７
２ 

大
蔵
省
） 

 
 

新
田
の
大
開
発
は
、
享
保
に
お
け
る
大
岡
忠
相
に
よ
る
推
進
で
、
江
戸
周
辺
で
は
武
蔵
国
の
見
沼
新

田
が
知
ら
れ
る
。（
多
摩
郡
４
０
カ
村
、
新
座
郡
４
カ
村
、
入
間
郡
１
９
カ
村
、
高
麗
郡
１
９
カ
村
で

総
石
高
１
万
２
６
０
０
石
） 

 
 

目
黒
地
域
で
の
大
開
発
は
な
い
。 

 
 

畑
作
に
つ
い
て
は
、
江
戸
の
消
費
量
の
増
大
に
よ
り
、
周
辺
近
郊
の
農
村
は
積
極
的
で
あ
る
。
畑
で

の
主
要
生
産
品
目
は
大
麦
で
あ
る
。
そ
し
て
幕
府
も
力
を
入
れ
た
野
菜
の
生
産
で
あ
る
。 

 
 

生
産
地
は
、
大
き
く
二
つ
に
分
け
ら
れ
、
一
つ
は
西
郊
で
あ
る
武
蔵
野
台
地
の
豊
島
、
多
摩
、
荏
原

郡
な
ど
の
畑
作
主
体
地
帯
で
、
大
根
を
主
と
す
る
根
菜
類
の
出
荷
多
い
、
も
う
一
つ
は
北
効
・
東
郊 

で
あ
る
葛
西
、
埼
玉
、
安
達
郡
な
ど
の
水
田
主
体
地
帯
で
、
葉
菜
の
出
荷
が
多
い
。 

こ
れ
は
新
鮮
度
が
よ
り
求
め
ら
れ
、
水
運
に
よ
り
多
量
に
そ
し
て
生
産
品
を
傷
め
ず
に
江
戸
ま
で
運

べ
る
こ
と
に
あ
る
。 

 
 

 

（
２
）
目
黒
地
域
の
水
田 

 

① 

生
産
状
況 

 
 
 

目
黒
地
域
は
、
江
戸
の
西
郊
の
地
域
に
あ
り
、
右
記
（
１
）
で
記
述
し
た
よ
う
に
水
田
率
は
１
４ 

パ
ー
セ
ン
ト
と
低
い
。 

 
 

 

こ
の
地
区
の
地
勢
に
つ
い
て
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
東
か
ら
淀
橋
台
、
目
黒
台
、
荏
原
台
の
台

地
か
ら
な
り
、
そ
し
て
地
域
に
通
る
河
川
は
小
さ
く
必
要
水
量
の
確
保
が
難
し
い
一
方
洪
水
に
よ

る
被
害
も
起
こ
り
得
た
。（
旱
損
、
水
損
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
） 

 
 
 

水
は
、
河
川
、
用
水
だ
け
で
な
く
天
水
に
も
頼
っ
て
い
た
。 

 
 

 

又
、
河
川
周
辺
の
平
坦
部
分
が
狭
く
、
低
地
の
川
か
ら
台
地
へ
の
登
り
斜
面
と
な
る
所
が
ほ
と
ん

ど
で
、
水
田
へ
の
水
の
流
れ
の
上
で
広
範
囲
の
水
田
の
形
成
が
難
し
い
。 

 
 

 

そ
の
平
坦
部
は
湿
田
（
後
述
）
が
ほ
と
ん
ど
で
、
苗
代
か
ら
の
田
植
え
で
は
な
く
直
播
き
田
で
あ

る
（
蒔
田
・
摘
田
）
所
が
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
温
暖
の
地
で
あ
り
な
が
ら
反
当
り
の
収
穫
量

を
低
く
し
て
い
た
。（
注
、
蒔
田:  

籾
種
を
苗
代
に
ま
か
な
い
で
、
掻
き
田
に
直
に
ま
き
つ
け
る
田
、
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摘
田:  

地
を
掻
い
て
植
え
る
所
を
棒
な
ど
に
て
穴
を
つ
き
、
そ
の
跡
へ
も
籾
種
を
つ
み
い
れ
る
） 

 
 

 

 
 
 

湿
田
の
関
係
で
二
毛
作
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。（
こ
の
地
域
は
鷹
場
で
あ
っ
た
の
で
冬
場
の
狩
猟
時

期
に
備
え
て
二
毛
作
を
さ
せ
な
か
っ
た
と
の
説
も
あ
る
） 

 
 
 

 

 
 
 

＊
宝
暦
十
三
年
三
月 

中
目
黒
「
村
指
出
銘
細
帳
」
に
は
次
の
記
述
が
あ
る
。 

 
 

 
 

 

一
、
旱
損
田
場
小
目
黒
石
川
町
中
と
之
義
者
不
足
之
場
所
旱
続
候
得
者
、
渇
水
仕
候
而
損
耗

多
難
儀
仕
候
、 

 
 
 
 
 

一
、
水
損
田
畑
目
黒
川
通
年
々
大
水
之
節
田
畑
壱
町
余
、
或
二
三
町
宛
損
仕
候
、 

   
 
 

宝
暦
１
２
年
（
１
７
６
３
）
１
２
月
衾
村
差
出
帳
に
よ
る
と
、 

 
 
 

上
田 

２
町
７
反 

 

分
米 

２
９
、
８
石 

 
反
当
り 

１
、
１
石 

 
 
 

中
田 

５
町
８
反 

 

分
米 

５
１
、
７
石 

 
反
当
り 

０
、
９
石 

 
 
 

下
田 

２
２
町
９
反 

分
米 

１
３
７
、
７
石 

反
当
り 

０
、
６
石 

 
 
 

合
計 

３
１
町
４
反 

分
米 

２
１
９
，
２
石 

反
当
り 
０
、
７
石 

  
 

 

江
戸
時
代
普
通
は
上
田
で
石
盛
１
．
５
石
と
言
わ
れ
る
中
で
、
上
田
で
反
当
り
１
、
１
石
は
低
い

が
、
反
当
り
平
均
収
穫
が
０
、
７
石
は
相
当
低
い
。 

 
 

 

「
近
世
稲
作
技
術
史
」
嵐
嘉
一
に
よ
る
と
享
保
～
延
享
で
の
全
国
水
田
の
平
均
反
収
は
１
、
２
８

石
（
天
保
７
年
も
同
じ
）
と
記
述
が
あ
る
。（
安
藤
氏
の
説
） 

 
 
 

平
均
０
、
７
石
は
天
平
時
代
（
０
、
６
７
石
）
に
比
さ
れ
る
反
収
で
あ
る
。 

  
 
 

前
述
二
、（
６
）
荏
原
郡
世
田
谷
領
衾
村
の
項
で
、
明
治
５
年
東
京
府
志
料
の
抜
粋
数
字
で
は
田
（
水

田
）
３
５
町
４
反
、
物
産
で
米
３
９
１
石
と
転
載
し
た
が
、
両
所
の
数
字
比
較
で
は
、
面
積
で
は

お
お
よ
そ
一
致
す
る
が
、
石
高
に
開
き
が
１
７
２
石
と
開
き
が
あ
る
。 

 
 
 

宝
暦
の
時
代
か
ら
明
治
に
か
け
て
反
当
り
の
収
穫
が
急
速
に
増
加
し
た
と
の
記
録
は
な
い
。 

 
 

 

江
戸
時
代
の
統
計
よ
り
明
治
に
入
っ
て
の
調
査
の
方
が
信
頼
性
が
高
い
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
明

治
初
期
の
統
計
に
は
い
く
ら
か
不
正
確
な
面
が
あ
る
と
の
見
解
も
あ
る
。 

 
 

 

弊
見
で
は
こ
の
石
高
の
違
い
は
、
東
京
府
志
料
の
数
字
に
は
物
産
と
あ
り
、
陸
稲
も
入
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。 

 
 
 

 

 

② 

葛
飾
地
域
（
現
葛
飾
区
）
の
農
業 

 
 

 

こ
こ
で
江
戸
東
郊
の
代
表
的
な
農
業
生
産
地
と
し
て
、
江
戸
時
代
の
葛
西
地
区
（
江
戸
川
以
西
の

葛
飾
郡
）
に
あ
っ
た
現
葛
飾
区
の
状
況
を
見
る
こ
と
に
す
る
。 

 
 

 

江
戸
の
東
北
端
、
日
本
橋
よ
り
約
二
里
半
、
区
内
を
流
れ
る
河
川
は
江
戸
川
、
中
川
、
荒
川
、
綾
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瀬
川
、
大
場
川
と
関
東
を
代
表
す
る
河
川
が
通
っ
て
い
る
。
沖
積
層
の
低
地
（
高
度
４
・
２
か
ら

マ
イ
ナ
ス
１
・
６
メ
ー
ト
ル
） 

 
 

 
当
時
葛
西
３
万
石
と
言
わ
れ
る
中
で
、
正
保
２
年
（
１
６
４
６
）
現
葛
飾
区
内
の
村
３
０
カ
村
の

村
高
計
は
１
万
９
千
７
１
５
石
で
あ
る
。（
「
葛
飾
区
の
歴
史
」 

入
本
英
太
郎 

出
処
は
正
保
改

定
図
に
添
付
さ
れ
た
武
蔵
田
園
簿
（
郷
帳
）） 

 
 
 

弘
化
３
年
（
１
８
４
６
）
に
は
田
地
１
５
６
２
町
、
畑
地
６
５
０
町
を
記
録
し
て
い
る
。（
葛
飾
区

の
歴
史
） 

 
 

 

現
在
の
葛
飾
区
の
全
面
積
は
３
３
、
９
０
平
方
キ
ロ
、
目
黒
区
は
１
４
、
７
０
平
方
キ
ロ
で
目
黒

区
の
２
、
３
倍
の
広
さ
で
あ
る
。 

 
 

 

両
区
（
両
地
域
）
に
つ
い
て
別
紙
資
⑨
明
治
５
年
「
東
京
府
志
料
」
の
デ
ー
タ
よ
り
比
較
し
て
み

た
い
。 

 
 

 

水
田
の
面
積
で
は
、
葛
飾
地
域
（
葛
飾
区
）
が
１
３
９
５
町
対
し
目
黒
地
域
（
目
黒
区
）
は
１
１

６
町
で
１
２
倍
の
広
さ
、
畑
の
面
積
で
は
、
葛
飾
地
域
が
６
８
６
町
に
対
し
目
黒
地
は
６
８
５
町

で
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。 

 
 

 

水
田
率
は
葛
飾
地
域
６
７
パ
ー
セ
ン
ト
に
対
し
、
目
黒
地
域
は
１
４
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
こ
れ

は
右
記
江
戸
周
辺
の
農
業
生
産
で
記
述
し
た
デ
ー
タ
と
あ
わ
せ
見
て
も
如
何
に
目
黒
六
ヶ
村
が
畑

に
依
存
し
て
い
た
か
が
分
か
る
。 

  
 

 

水
田
と
畑
の
合
計
の
耕
作
地
が
葛
飾
区
で
２
０
７
６
町
で
同
区
の
全
面
積
に
占
め
る
割
合
は
６
１

パ
ー
セ
ン
ト
に
対
し
、
目
黒
地
区
は
８
０
２
町
で
、
同
区
に
占
め
る
割
合
は
５
４
パ
ー
セ
ン
ト
で

あ
る
。 

 
 

 

目
黒
地
域
の
ほ
う
が
い
く
ら
か
低
い
が
、
こ
れ
は
推
測
で
あ
る
が
目
黒
、
葛
西
と
も
御
鷹
場
で
あ

る
が
、
目
黒
六
ヶ
村
は
５
３
町
の
駒
場
の
遊
猟
地
を
抱
え
て
い
た
こ
と
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。 

 
 

 

米
の
生
産
高
は
葛
飾
区
が
１
万
７
３
７
１
石
に
対
し
目
黒
地
域
は
１
８
０
９
石
と
９
・
６
倍
の
生

産
高
で
あ
る
。 

 
 

 

こ
れ
は
葛
飾
地
域
が
大
小
の
河
川
か
ら
の
安
定
し
た
水
量
と
平
坦
地
（
北
か
ら
南
に
若
干
の
勾
配

あ
り
）
に
よ
る
地
勢
か
ら
来
る
も
の
で
あ
る
。 

  
 

 

反
当
り
収
穫
高
で
見
る
と
、
葛
飾
地
域
が
１
・
２
石
に
対
し
、
目
黒
地
域
は
１
・
６
石
と
な
る
。

宝
暦
十
三
年
の
衾
村
「
衾
村
指
出
銘
細
帳
」
に
よ
っ
て
も
平
均
で
０･

７
石
で
あ
る
。
目
黒
地
域
の 

１
８
０
９
石
の
数
字
の
中
に
畑
で
の
陸
稲
が
入
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。 

 
 
 

 

 

③ 

水
田
の
特
性 

 
 
 

前
述
し
た
目
黒
地
区
水
田
の
湿
田
の
問
題
に
つ
い
て
記
述
す
る
。 

 
 
 

水
田
の
質
的
種
類
は
、
次
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。 
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○ 

湿
田
（
地
下
水
型
） 

 
 

 
 

 

地
下
水
位
が
高
い
。
田
面
が
地
下
水
面
下
の
場
合
も
あ
り
、
そ
の
場
合
は
灌
漑
水
源
の
必
要

は
な
い
。 

地
盤
軟
ら
か
く
農
作
業
が
し
に
く
い
。
地
力
が
不
安
定
。 

 
 
 
 
 

 

 
 

○ 

乾
田
（
表
面
水
型
） 

 
 
 
 

非
灌
漑
期
は
地
下
水
位
が
低
く
、
作
土
は
乾
燥
し
、
裏
作
が
可
能
。 

  
 

○ 

半
湿
田
（
中
間
型
） 

 
 
 
 

右
記
二
型
の
中
間
的
性
質
。
冬
季
の
地
下
水
位
が
地
表
下
０
、
５
～
１
メ
ー
ト
ル
程
度
。 

 
 
 

 

弥
生
時
代
即
ち
初
期
の
水
田
耕
作
は
沖
積
平
野
の
低
湿
地
で
開
始
さ
れ
た
。
こ
れ
は
用
水
や
溜
池

の
必
要
な
く
土
地
そ
の
ま
ま
で
水
田
が
出
来
、
農
耕
具
も
木
製
の
時
代
に
は
、
そ
の
面
で
は
農
作

業
が
し
や
す
か
っ
た
。
し
か
し
沖
積
地
は
自
然
河
川
の
近
く
で
洪
水
の
損
害
が
あ
り
、
直
播
田
で

あ
る
為
収
穫
効
率
が
良
く
な
い
。
又
あ
ま
り
に
水
位
が
高
い
と
農
耕
し
に
く
い
と
い
え
る
。 

 
 
 

 

 
 
 

そ
の
後
、
収
穫
効
率
が
良
い
そ
し
て
農
耕
作
業
が
や
り
や
す
い
苗
代
、
田
植
え
方
式
が
出
来
る
乾 

田
も
し
く
は
半
乾
田
が
開
発
さ
れ
て
い
っ
た
。 

 
 

こ
れ
に
は
鉄
製
の
農
耕
具
の
出
現
や
牛
馬
に
よ
る
農
耕
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。 

 
 

山
麓
地
帯
の
谷
あ
い
、
更
に
大
河
川
の
中
流
平
野
、
下
流
の
三
角
州
と
開
発
が
進
ん
で
い
く
。 

 
 
 

こ
れ
に
合
わ
せ
河
川
の
治
水
工
事
、
用
水
の
掘
削
、
灌
漑
池
の
整
備
が
、
そ
し
て
河
口
地
で
は
干 

拓
工
事
が
な
さ
れ
て
き
た
。 

 
 
 

武
蔵
国
の
水
田
開
発
は
、
中
世
の
頃
よ
り
関
東
平
野
の
西
側
の
山
よ
り
か
ら
始
ま
っ
た
。 

 
 
 

近
世
に
入
り
、
利
根
川
の
治
水
工
事
が
行
わ
れ
（
東
京
湾
に
流
入
し
て
い
た
利
根
川
を
銚
子
で
太 

平
洋
に
流
し
た
）
こ
れ
に
よ
り
江
戸
東
郊
の
水
田
開
発
が
進
ん
だ
。 

 

 
 
 

江
戸
西
郊
は
武
蔵
国
の
見
沼
新
田
や
多
摩
川
下
流
の
六
郷
地
域
の
水
田
が
開
発
さ
れ
た
。 

 
 
 
 
 

 

 
 
 

目
黒
地
域
の
水
田
地
帯
は
小
河
川
の
周
辺
の
沖
積
層
の
湿
田
で
あ
る
。
ほ
ん
と
ど
直
播
き
田
（
摘 

田
）
で
あ
る
。
大
規
模
開
発
か
ら
見
放
さ
れ
て
い
る
。 

 
 
 

田
面
が
ま
っ
た
く
水
面
下
に
な
る
湿
田
で
は
な
く
、
用
水
が
必
要
な
状
況
で
あ
る
。
従
っ
て
目
黒 

川
、
立
会
川
、
呑
川
、
三
田
用
水
更
に
天
水
が
必
要
で
あ
っ
た
。 

 
 
 

そ
れ
で
も
旱
害
と
逆
に
洪
水
の
損
害
も
あ
り
、
環
境
は
良
く
な
い
。
秋
の
刈
り
入
れ
時
に
田
の
水 

を
排
水
し
な
か
っ
た
所
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。（
翌
年
の
種
ま
き
の
時
の
水
枯
れ
が 

心
配
の
た
め
） 

 
 
 

乾
田
の
構
成
は
川
・
用
水
堀
か
ら
斜
面
の
上
の
田
か
ら
下
の
田
へ
流
し
て
い
く
事
に
な
る
。（
目
黒 



 13 

地
域
は
そ
の
よ
う
な
構
成
に
な
る
平
坦
部
が
極
め
て
少
な
い
。
）
こ
の
よ
う
な
構
成
に
な
れ
ば
、
余 

分
な
水
や
、
刈
り
入
れ
前
の
水
を
田
か
ら
排
水
す
る
こ
と
が
出
来
、
広
範
囲
に
水
田
を
開
発
す 

る
こ
と
が
出
来
る
。 

 
 
 

目
黒
地
域
の
乾
田
化
は
台
地
に
本
格
的
に
用
水
を
通
さ
な
け
れ
ば
出
来
な
い
。
し
か
し
自
然 

河
川
の
流
れ
や
、
多
摩
川
か
ら
の
分
水
に
限
度
が
あ
る
の
か
こ
れ
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。 

明
治
に
入
っ
て
か
ら
も
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
相
当
困
難
な
工
事
で
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。 

 

（
３
）
目
黒
地
域
の
畑
作 

 

① 

江
戸
周
辺
の
畑
作 

 
 
 

右
記
し
た
よ
う
に
目
黒
地
域
は
水
田
よ
り
畑
作
が
主
た
る
農
業
生
産
で
あ
る
。 

江
戸
周
辺
の
地
域
は
、
江
戸
の
人
口
の
増
大
に
よ
り
生
鮮
食
料
品
で
あ
る
蔬
菜
（
野
菜
）
の
生
産 

基
地
に
な
っ
て
い
っ
た
。 

し
か
し
な
が
ら
こ
こ
で
意
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
畑
作
で
も
っ
と
も
重
要
な
作
物
は 

麦
特
に
大
麦
で
あ
る
。
一
般
百
姓
の
主
食
は
米
で
な
く
そ
の
外
の
穀
物
大
麦
、
稗
、
粟
な
ど
で
あ 

る
が
特
に
大
麦
が
主
要
な
穀
物
で
あ
る
。（
米
は
も
と
よ
り
畑
に
も
年
貢
が
必
要
で
あ
り
、
す
べ
て 

米
換
算
で
の
年
貢
拠
出
で
あ
る
中
で
百
姓
に
と
っ
て
米
は
年
貢
用
が
主
で
あ
る
。） 

明
治
初
年
の
東
京
の
農
産
物
は
、
米
が
１
３
万
４
８
３
３
石
で
、
大
麦
は
１
１
万
１
９
１
２
石
で 

あ
る
。 

目
黒
地
域
で
は
米
１
８
０
９
石
で
、
大
麦
は
３
８
３
３
石
で
大
麦
の
生
産
高
の
方
が
多
い
。（
別
紙 

資
⑨
明
治
５
年
の
「
東
京
府
志
料
」） 

 

さ
て
、
江
戸
の
近
郊
農
村
と
い
え
ば
野
菜
の
生
産
状
況
で
あ
る
。
生
鮮
食
料
品
で
あ
る
蔬
菜
は
江 

戸
の
近
郊
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
葉
菜
類
は
収
穫
の
翌
日
（
も
し
く
は
当
日
夜
）
に
は 

市
場
に
向
け
出
荷
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。 

 

江
戸
周
辺
近
郊
で
生
産
さ
れ
た
蔬
菜
の
種
類
は
、
ダ
イ
コ
ン
・
ニ
ン
ジ
ン
・
ゴ
ボ
ウ
・
キ
ュ
ウ
リ
・ 

シ
ロ
ウ
リ
・
マ
ク
ワ
ウ
リ
・
カ
ボ
チ
ャ
・
ナ
ス
・
葉
類
・
ネ
ギ
・
タ
ケ
ノ
コ
等
で
あ
る
。 

豆
類
と
し
て
は
、
大
豆
・
小
豆
等
、
イ
モ
類
と
し
て
は
、
芋
・
甘
藷
、
そ
の
外
採
油
作
物
と
し
て 

ナ
タ
ネ
・
ゴ
マ
等
、
果
物
は
カ
キ
・
ク
リ
等
と
多
種
多
様
で
あ
る
。 

 

市
場
で
の
各
地
域
で
の
競
争
は
、
特
に
蔬
菜
は
近
郊
も
更
に
江
戸
周
辺
に
限
ら
れ
て
い
る
と
は
言 

え
、
各
地
域
の
品
目
の
特
色
を
競
い
、
又
値
の
良
い
早
期
栽
培
、
促
成
栽
培
の
技
術
を
発
達
さ
せ 

た
。 

江
戸
周
辺
か
ら
離
れ
た
関
東
各
地
で
は
、
農
産
加
工
品
の
名
産
を
生
ん
だ
。（
狭
山
茶
、
銚
子
・ 

野
田
の
醤
油
佐
原
・
流
山
の
み
り
ん
等
） 
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② 

目
黒
地
域
の
蔬
菜
生
産 

 
 

 
目
黒
地
区
で
は
江
戸
西
郊
の
特
色
で
あ
る
根
菜
類
の
生
産
が
多
い
が
、
東
郊
の
代
表
で
あ
る
葛
飾

地
区
と
の
比
較
で
生
産
状
況
を
記
述
す
る
。 

 
 

 

明
治
５
年
の
「
東
京
府
志
料
」
に
よ
る
と
根
菜
の
代
表
格
で
あ
る
ダ
イ
コ
ン
は
目
黒
地
区
が
８
２

６
５
荷
に
対
し
、
葛
飾
地
区
は
２
３
１
０
荷
の
生
産
で
あ
る
。
葉
菜
は
目
黒
地
区
出
荷
は
な
し
、

葛
飾
地
区
は
３
８
７
７
荷
の
生
産
で
あ
る
。
こ
の
外
に
葛
飾
地
域
に
は
、
花
菖
蒲
、
芍
薬
、
撫
子
、

牡
丹
菊
等
の
草
花
の
栽
培
出
荷
が
あ
る
。 

  
 

 

又
、
地
域
特
色
と
し
て
は
、
目
黒
地
域
で
は
タ
ケ
ノ
コ
が
２
２
８
５
荷
、
葛
飾
は
出
荷
な
し
で
あ

る
。 

 
 
 

注
、
一
荷
は
天
秤
棒
の
両
端
に
か
け
て
一
人
の
肩
に
担
え
る
分
量 

 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

当
時
目
黒
の
筍
と
し
て
勇
名
を
馳
せ
た
筍
の
起
こ
り
は
、
廻
漕
問
屋
の
山
路
治
郎
兵
衛
勝
孝
が
三

田
四
国
町
の
薩
摩
屋
敷
で
孟
宗
竹
を
み
か
け
、
寛
政
５
年
（
１
７
５
３
）
薩
摩
よ
り
種
竹
を
取
り

寄
せ
、
品
川
領
戸
越
村
で
筍
の
栽
培
を
始
め
た
の
が
江
戸
周
辺
で
最
初
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ

が
近
村
の
目
黒
地
域
に
伝
わ
っ
た
。
栽
培
の
起
こ
り
は
そ
の
外
に
も
説
が
あ
る
が
い
ず
れ
も
薩
摩

屋
敷
絡
み
で
あ
る
。 

 
 

 

そ
の
後
栽
培
方
法
に
工
夫
が
あ
っ
て
味
が
良
く
、
又
寒
中
に
初
物
と
し
て
出
荷
し
た
こ
と
が
当
た

っ
た
の
か
「
目
黒
の
筍
」
の
が
江
戸
で
勇
名
を
馳
せ
た
。 

 
 

 

も
と
も
と
の
起
こ
り
の
品
川
地
域
で
取
れ
た
筍
も
売
値
の
の
良
い
「
目
黒
の
筍
」
の
名
前
で
出
荷

し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。（
法
政
大
学
名
誉
教
授 

村
上 

直 

氏
の
２
０
０
５
年
７
月
２
３
日
講

演
「
大
江
戸
を
支
え
た
近
郊
農
村
」
よ
り
） 

  
 

 

次
に
市
場
で
あ
る
。
目
黒
地
域
に
は
市
場
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
渋
谷
、
世
田
谷
、
目
黒
の
地
域

は
青
山
久
保
町
、
渋
谷
道
玄
坂
町
、
渋
谷
広
尾
町
、
品
川
台
町
、
麻
布
日
カ
窪
、
麻
布
六
本
木
、 

 
 

 

永
峯
町
、
高
輪
台
に
あ
っ
た
公
認
の
青
物
問
屋
で
引
き
受
け
て
い
た
が
、
天
保
の
こ
ろ
よ
り
、
農

民
は
こ
れ
を
避
け
て
青
山
百
人
町
通
り
や
青
山
教
学
院
の
門
前
で
立
ち
売
り
と
称
し
て
直
接
販
売

を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 
 
 

問
屋
が
奉
行
所
に
訴
え
、
こ
れ
に
対
抗
し
て
農
民
側
も
訴
え
、
奉
行
所
が
立
ち
入
り
仲
裁
し
た
が
、

そ
の
後
も
も
め
続
け
た
模
様
で
あ
る
。 

  
 
 

市
場
へ
の
運
搬
手
段
は
、
天
秤
棒
に
カ
ゴ
、
馬
そ
し
て
荷
車
で
あ
る
。 

  
 

 

一
方
葛
飾
地
域
に
お
い
て
は
、
野
菜
類
や
草
花
を
江
戸
へ
は
運
ぶ
為
に
主
に
水
運
が
利
用
さ
れ
た

事
が
目
黒
地
域
と
異
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。（
少
量
の
物
は
天
秤
棒
の
利
用
も
あ
っ
た
。） 

 
 

 

昼
間
の
内
に
準
備
さ
れ
た
野
菜
や
草
花
は
夕
方
ま
で
に
舟
に
積
み
、
夜
中
の
内
に
市
場
に
運
搬
さ
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れ
た
。 

 
 
 

出
荷
先
は
、
千
住
、
神
田
、
本
所
四
つ
目
、
京
橋
の
大
根
河
岸
で
あ
る
。 

 
 

 
葉
菜
中
心
の
葛
飾
地
域
で
は
、
鮮
度
保
持
の
必
要
か
ら
生
産
品
を
早
急
に
市
場
に
送
る
必
要
が
あ

り
、
そ
の
為
に
収
穫
、
運
送
は
連
動
し
て
い
る
。
こ
の
為
水
運
は
夜
中
に
な
る
。
幕
末
、
夜
中
の

江
戸
へ
の
河
川
通
行
の
規
制
が
強
く
な
り
、
こ
れ
を
東
葛
西
領
の
村
村
の
代
表
が
緩
和
を
陳
情
し

て
い
る
。 

 

（
４
）
目
黒
地
域
の
農
業
生
産
の
為
の
肥
料 

 
 

○ 

土
質 

 
 
 
 

宝
暦
十
三
年
中
目
黒
村
指
出
銘
細
帳
に
は
「
当
村
土
地
田
畑
共
ニ
、
赤
土
交
リ
ニ 

 
 
 
 

而
土
生
不
宜
ニ
付
、
近
村
ヨ
リ
養
イ
倍
ニ
相
入
候
而
モ
隣
村
之
毛
生
半
ニ
も
出
来
不
仕
、・
・
・
・
」 

 
 
 
 

と
あ
り
、
土
質
不
良
を
述
べ
て
い
る
が
、
一
方
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
の
下
目
黒
村
で
の
記
述
で 

は
「
土
性
は
野
土
に
し
て
五
穀
の
生
殖
に
宜
し
か
ら
す
、
只
野
菜
蘿
蔔
の
類
土
地
に
宜

し
、・
・
・
・
・
」
と
あ
る
。 

 

注
、
蘿
蔔
は
、 

す
ず
し
ろ
又
は
ら
ふ
く
と
読
み
ダ
イ
コ
ン
の
別
称
。 

  
 

○ 

肥
料 

 
 
 
 

当
時
の
肥
料
の
種
類
は
、
草
木
の
灰
、
人
糞
尿
、
塵
芥
、
廐

き
ゅ
う

肥ひ

（
馬
の
肥
）、
刈
敷
（
草
、
樹
木

の
葉
を
そ
の
ま
ま
敷
き
込
む
）、
干
葉
、
長
わ
ら
、
そ
し
て
近
世
後
期
に
は
干
鰯
（
鰯
又
は
鰊
の

干
し
た
も
の
）
、
油
粕
（
菜
種
・
大
豆
等
の
搾
っ
た
残
り
か
す
）
の
利
用
が
出
て
く
る
。 

 
 

 
 

こ
の
う
ち
、
人
糞
尿
（
下
肥
）、
干
鰯
、
油
粕
か
肥
効
性
が
高
い
が
、
費
用
高
の
縛
り
が
あ
る
。 

  
 

 
 

江
戸
時
代
も
っ
と
も
有
効
と
言
わ
れ
、
野
菜
の
味
も
良
い
も
の
に
な
っ
た
下
肥
に
つ
い
て
以
下

記
述
す
る
。 

 
 

 
 

下
肥
は
人
糞
尿
の
こ
と
で
、
こ
れ
を
貯
蔵
し
て
腐
熟
さ
せ
、
使
用
前
に
草
木
灰
と
水
を
入
れ
て

肥
料
と
し
て
使
用
し
た
。 

 
 

 
 

江
戸
時
代
に
は
、
盛
ん
に
使
わ
れ
た
。
当
初
は
汲
み
取
り
料
は
無
料
で
あ
っ
た
が
、
需
要
と
供

給
の
関
係
で
有
料
と
な
っ
た
。（
八
代
将
軍
吉
宗
の
頃
よ
り
と
言
わ
れ
て
い
る
。） 

   
 
 
 

中
目
黒
村
の
宝
暦
十
三
年
の
銘
細
帳
に
よ
る
と
次
の
記
述
が
あ
る
。 

 
 

 
 

「
一
、
田
畑
肥
之
儀
馬
ふ
ん
、
長
藁
、
下
肥
等
用
ひ
申
候
得
共
、
近
年
下
肥
高
直
ニ
御
座
候
故

夏
草
、
干
葉
相
用
ひ
申
候
」 

 
 
 
 

下
肥
高
で
購
入
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

 
 

 
 

下
肥
は
江
戸
の
武
家
屋
敷
や
町
家
か
ら
購
入
す
る
が
、
購
入
に
当
た
っ
て
は
特
定
の
農
家
（
地
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主
、
村
役
人
）
が
購
入
の
有
利
な
地
位
に
い
た
。 

 

一
方
、
葛
飾
地
域
は
下
肥
の
利
用
は
活
発
で
葛
西
船
と
称
さ
れ
た
肥
舟
で
江
戸
の
河
岸
よ
り
葛

西
の
各
地
へ
運
ば
れ
た
。 

 
 

 
 

目
黒
地
域
の
下
肥
の
運
搬
は
天
秤
棒
に
両
端
に
つ
る
す
か
（
一
荷
）
か
馬
の
背
（
二
荷
）
で
あ

る
が
、
葛
飾
地
域
は
一
艘
で
五
十
荷
で
あ
る
。
水
運
は
生
産
物
の
運
送
と
共
に
、
肥
料
の
運
送

う
に
も
効
率
的
に
役
割
を
果
た
し
た
。 

  
 

 
 

江
戸
（
東
京
）
周
辺
で
の
下
肥
有
料
は
そ
の
後
明
治
・
大
正
と
続
き
、
昭
和
の
初
め
頃
に
無
料

と
な
り
そ
し
て
そ
の
後
反
対
に
汲
み
取
り
代
を
収
入
と
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
こ
れ
は
東
京
近

郊
農
村
に
住
民
が
増
え
た
結
果
（
農
民
で
は
な
く
そ
の
外
の
住
民
）、
供
給
と
需
給
の
バ
ラ
ン
ス 

 
 
 

逆
転
し
た
も
の
で
あ
る
。 

  
 

 
 

下
肥
自
体
は
、
太
平
洋
戦
争
後
も
使
用
さ
れ
た
が
、
次
第
に
化
学
肥
料
と
農
薬
に
移
行
し
て
い

っ
た
。 

 
 
 
 

本
論
と
外
れ
る
が
、
関
連
と
し
て
下
記
す
る
。 

 
 

 
 

下
肥
は
西
洋
で
は
使
用
さ
れ
な
い
。
近
世
西
洋
の
都
会
で
は
、
人
糞
尿
は
下
水
道
に
そ
の
他
の

家
庭
の
汚
水
共
に
流
さ
れ
た
。
現
在
の
よ
う
に
汚
水
処
理
を
し
な
い
為
、
こ
れ
が
赤
痢･

疫
痢
の

発
生
の
原
因
と
な
り
、
江
戸
よ
り
か
え
っ
て
不
衛
生
で
あ
っ
た
と
の
説
が
あ
る
。 

 
 
 
 

（
江
戸
の
下
水
道
に
は
人
糞
尿
は
流
さ
な
い
。） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

五
、
余
録 

（
１
）
青
木
昆
陽 

 
 
 

青
木
文
蔵
号
を
昆
陽
。
昆
陽
の
墓
「
甘
藷
先
生
墓
」
は
、
現
在
目
黒
不
動
（
滝
泉
寺
）
裏
の
墓
域 

内
に
あ
る
。（
明
和
六
年
（
１
７
６
９
）
七
十
二
歳
没
）
大
岡
越
前
守
に
見
出
さ
れ
、
吉
宗
将
軍
が 

起
用
し
た
蘭
学
者
。 

さ
つ
ま
い
も
（
甘
藷
）
の
栽
培
法
を
記
し
た
「
蕃
藷
考
」
を
著
し
、
江
戸
周
辺
で
さ
つ
ま
い
も
の 

栽
培
の
指
導
普
及
に
尽
力
し
た
。 

目
黒
区
の
現
在
の
住
民
に
と
っ
て
は
名
高
い
仁
。
し
か
し
な
が
ら
当
時
目
黒
の
住
民
と
の
特
別
の 

 
 
 

係
わ
り
を
記
し
た
も
の
は
な
い
。 

 
 
 

江
戸
近
郊
周
辺
の
さ
つ
ま
い
も
の
生
産
地
は
、
別
紙
資
⑨
明
治
５
年
の
「
東
京
府
志
料
」
に
よ
れ 

ば
、
北
豊
島
郡
の
１
万
３
０
荷
が
断
然
大
き
く
、
荏
原
郡
は
１
１
６
５
荷
で
あ
る
。
そ
の
中
で
目 

黒
地
域
の
生
産
は
１
４
０
荷
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
目
黒
地
域
と
さ
つ
ま
い
も
の
関
係
が
深
い
と 

は
い
え
な
い
。 

（
江
戸
周
辺
で
も
さ
つ
ま
い
も
は
、
地
域
に
よ
っ
て
は
生
産
し
な
い
所
も
あ
る
） 
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（
２
）
目
黒
の
さ
ん
ま 

 
 
 

目
黒
で
全
国
的
に
も
っ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
の
は
「
目
黒
の
さ
ん
ま
」
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
れ 

は
落
語
で
あ
っ
て
現
実
の
話
で
は
な
い
。 

ス
ト
ー
リ
ー
は
「
去
る
殿
様
が
あ
る
日
、
遠
乗
り
を
し
た
折
、
目
黒
で
た
ま
た
ま
さ
ん
ま
を
焼
い

て
い
る
爺
を
見
か
け
、
そ
れ
を
食
し
た
が
、
そ
れ
が
大
変
旨
か
っ
た
。
お
城
に
帰
り
そ
の
味
が
忘

れ
ら
れ
ず
、
家
来
に
さ
ん
ま
を
料
理
さ
せ
て
食
し
た
が
、
家
来
が
食
あ
た
り
を
心
配
し
て
、
さ
ん

ま
の
油
を
抜
き
、
小
骨
を
抜
い
て
蒸
し
て
差
し
出
し
た
為
、
旨
く
な
く
、
殿
様
は
さ
ん
ま
は
目
黒

に
限
る
と
言
わ
れ
た
」
で
あ
る
。 

こ
れ
は
、
家
光
ほ
か
吉
宗
等
が
放
鷹
の
際
立
ち
寄
っ
た
「
爺
ヶ
茶
屋
」（
中
目
黒
）
か
ら
リ
ア
レ
ン

ジ
し
た
話
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

 

｛
お
わ
り
に
｝ 

 

目
黒
区
の
地
域
（
江
戸
時
代
の
目
黒
六
ヶ
村
）
は
政
治
史
か
ら
見
る
と
、
幕
府
中
央
に
影
響
を
与
え
た 

よ
う
な
出
来
事
や
特
記
さ
れ
る
よ
う
な
顕
著
な
事
件
は
見
出
さ
れ
な
い
。 

江
戸
周
辺
の
地
域
と
し
て
の
目
黒
の
特
色
は
江
戸
と
の
関
係
に
お
い
て
、
食
を
支
え
る
蔬
菜
の
生
産
地
、 

鷹
場
、
そ
れ
に
目
黒
不
動
の
観
光
地
と
し
て
の
役
割
で
あ
る
。 

今
回
の
レ
ポ
ー
ト
は
、
農
業
生
産
の
特
色
に
限
定
し
、
地
域
住
民
が
蔬
菜
に
力
を
尽
く
し
た
、
い
や
む 

し
ろ
尽
く
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
農
業
事
情
を
記
し
た
。 

有
効
な
河
川
が
な
く
、
川
や
用
水
が
な
い
台
地
が
多
く
、
水
田
稲
作
が
適
し
た
土
地
が
割
合
で
小
さ
く
、 

田
は
湿
田
で
、
旱
害
と
水
害
の
両
方
の
危
険
が
あ
り
、
稲
作
だ
け
に
頼
っ
て
い
け
な
い
土
地
柄
で
あ
っ 

た
。 

そ
こ
か
ら
台
地
で
の
畑
作
に
力
を
入
れ
る
こ
と
は
必
然
で
あ
る
。
こ
こ
で
江
戸
と
の
近
距
離
（
２
～
２
・ 

５
里
）
を
生
か
し
て
蔬
菜
の
生
産
を
活
発
化
さ
せ
た
。
し
か
し
土
質
は
よ
ろ
し
く
な
く
有
効
な
肥
料
が 

必
要
で
あ
っ
た
。
当
時
肥
料
と
し
て
は
下
肥
（
人
糞
尿
）
が
最
高
で
あ
っ
た
が
、
江
戸
で
の
値
段
の
高 

騰
と
江
戸
よ
り
の
運
搬
が
陸
送
（
天
秤
棒
又
は
馬
）
で
葛
西
の
水
運
に
比
べ
不
利
で
あ
る
。
下
肥
が 

不
十
分
な
為
、
干
葉
、
わ
ら
等
を
利
用
し
て
い
る
。（
江
戸
の
後
期
関
西
方
面
は
盛
ん
に
干
鰯
、
油
粕
が 

使
わ
れ
て
い
た
が
、
江
戸
周
辺
で
は
少
な
い
） 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
、
筍
の
栽
培
に
力
を
入
れ
、
味
の
良
い
も
の
の
栽
培
、
寒
中
の
出
荷
が
「
目 

黒
の
筍
」
と
し
て
江
戸
お
よ
び
近
郊
で
勇
名
を
馳
せ
、
目
黒
の
百
姓
の
存
在
感
を
示
し
た
と
言
え
よ
う
。 

 

さ
て
最
後
に
こ
の
江
戸
時
代
に
蔬
菜
の
生
産
地
で
あ
っ
た
現
在
の
目
黒
区
の
農
業
に
つ
い
て
記
す
。 

平
成
十
七
年
版
関
東
農
政
局
東
京
統
計
・
情
報
セ
ン
タ
ー
発
行
「
わ
た
し
の
ま
ち
の
農
業
」
か
ら
抜
粋 

す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。 

○ 

耕
地
面
積 

 

３
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
０
・
０
３
１
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル 

約
３
町
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
注
）
明
治
初 

８
０
１
町 

○ 

耕
地
率 

 
 

０
・
２
パ
ー
セ
ン
ト 
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○ 

田
面
積 

 
 

０ 
○ 
畑
目
面
積 

 

３
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
０
・
０
３
１
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル 

約
３
町
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
注
）
明
治
初 

６
８
５
町 

○ 

専
業
農
家
数 

４
戸 

 
 

○ 

兼
業
農
家
数 

５
戸 

○ 

野
菜
収
穫
量 
だ
い
こ
ん
５
ト
ン
、 

こ
ま
つ
な
３
ト
ン 

 

江
戸
時
代
と
比
べ
よ
う
も
な
い
小
さ
な
規
模
に
な
っ
て
い
る
。
明
治
以
降
徐
々
に
近
郊
農
村
の
役
割
が 

終
わ
っ
て
き
た
と
い
え
る
。 

い
く
ら
か
興
味
を
引
く
の
は
、
野
菜
の
生
産
の
一
番
に
だ
い
こ
ん
が
江
戸
時
代
と
同
じ
く
一
番
で
あ
る 

こ
と
で
あ
る
。 

 

農
業
生
産
に
つ
い
て
の
論
述
は
、
生
産
量
に
関
す
る
デ
ー
タ
が
必
要
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
は
地
域
間 

の
横
並
び
の
数
字
が
整
っ
て
お
ら
ず
、
地
域
間
の
数
字
は
、
明
治
初
期
の
数
字
を
使
用
し
た
。 

こ
の
地
域
は
、
江
戸
中
期
か
ら
明
治
初
期
ま
で
は
生
産
量
は
そ
れ
ほ
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ 

る
。 

そ
れ
で
も
デ
ー
タ
間
で
の
矛
盾
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
は
文
中
で
指
摘
し
、
推
測
の
意
見
を
記
述
し
た
。 

 

尚
、
飢
饉
に
つ
い
て
は
、
本
レ
ポ
ー
ト
で
は
触
れ
な
か
っ
た
。
飢
饉
の
折
の
生
産
量
が
ど
う
で
あ
っ
た 

の
か
記
述
の
要
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
飢
饉
は
農
業
生
産
の
問
題
よ
り
も
農
政
か
ら
論
ず 

方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。 

農
業
史
は
、
生
産
以
外
に
農
政
（
含
年
貢
）、
農
民
の
生
活
な
ど
論
述
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
分
野
は
広 

い
。 

今
回
の
レ
ポ
ー
ト
は
農
業
の
生
産
に
限
定
し
て
論
述
し
た
。 

以
上 

 
 

 

添
付
資
料 

１
、
参
考
資
料
・
統
計
資
料
・
文
献
一
覧 

２
、
統
計
表
・
図 

 

資
① 

東
京
都
全
図････

全
国
分
県
地
図
よ
り 

 

資
② 

山
の
手
台
地
の
構
造
（
東
京
の
自
然
史
（
貝
塚
爽
平
））･･

･･

東
京
の
地
理
が
わ
か
る
事
典
（
鈴 

木
理
生
）
よ
り 

 
 

資
③ 

東
京
都
心
に
あ
る
山
（
東
京
都 

地
学
の
ガ
イ
ド
（
貝
塚
爽
平
））･

･･
･

東
京
の
地
理
が
わ
か 

る
事
典
（
鈴
木
理
生
）
よ
り 

 
 

資
④ 

目
黒
区
内
遺
跡
分
布
図････

目
黒
区
史
よ
り 



 19 

 
 

資
⑤ 

目
黒
区
地
質
断
面
図････

目
黒
区
史
よ
り 

 
 

資
⑥ 

朱
引
と
墨
引
の
違
い････

東
京
の
地
理
が
わ
か
る
事
典 

 
 

資
⑦ 
目
黒
六
ヶ
村
と
現
在
の
主
要
道
路
と
鉄
道
図 

 
 

資
⑧ 
上
目
黒
村
の
村
絵
図････

目
黒
区
史
よ
り 

 
 

資
⑨ 

明
治
５
年
東
京
府
志
料
よ
り
集
計････

目
黒
区
史
資
料
編
よ
り 

 
 

資
⑩ 

明
治
５
年
東
京
府
志
料････

東
京
の
地
域
研
究(

続)

（
江
波
戸 

昭
）
よ
り 

 

以
上 
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史料・統計資料名 著　　　者 成　立 備　　　　　　考
1 目黒区史　資料編 東京都立大学学術研究会 1962 東京都目黒区発行
2 東京府志料（明治5年） 東京府 1873 目黒区史　資料編（１９６２）記載より
3 東京府志料（明治5年） 東京府 1873 東京の地域研究（続）（１９９７）記載より（資料添付）
4 目黒区のホームページ 東京都目黒区 2006
5 中目黒村「村指出銘細帳」 中目黒村 1764 目黒区史　資料編（１９６２）記載より
6 衾村「衾村指出銘細帳」 衾村 1764 目黒区史　資料編（１９６２）記載より
7 わたしたちのまち農業 平成１７年版関東農政局 2005 平成１７年版関東農政局東京統計･情報センター発行

8 葛飾区のホームページ 東京都葛飾区 2006
9 新論　武蔵野国風土記稿巻４６・４７、巻５１・５７ 江戸幕府官撰 1830 目黒区史　資料編（１９６２）記載より
10 改置府県概表 大蔵省 1872

（２）参考文献
著　書　名 著者（編集） 発行年 発行所

1 目黒区史 東京都立大学学術研究会 1961 東京都目黒区

2 目黒区の歴史（東京ふる里文庫４） 目黒区郷土研究会 1978 名著出版
3 郷土目黒　NO.1７　「目黒の農家」 大須賀鉄蔵 1971 目黒区郷土研究会

4 郷土目黒　NO.３３　「碑文谷村の下肥考」 長澤英男 1989 目黒区郷土研究会

5 郷土目黒　NO.７～８　「目黒のサンマ」 河原崎幹夫 1964 目黒区郷土研究会

6 東京都の歴史 竹内　誠 1997 小川出版
7 増補　葛飾区史　上巻 東京都葛飾区 1986
8 葛飾区の歴史 入本英太郎 1979 名著出版
9 江戸・東京農業名所めぐり JA東京中央会 2002 農村漁村文化協会

10 日本史大事典６ 平凡社
「領」編成と地域ー近世前期を中心に近世の地域 関東近世史研究会 1997
編成と国家

12 第三　稲の日本史 盛永俊太郎 1958 農林協会
13 米作り大革命 太田明 1961 中日新聞本社

14 近世稲作技術史　上 嵐　嘉一 1975 農村漁村文化協会

15 水田ものがたり 山崎不二夫 1996 山崎農業研究所

16 郷土目黒　NO.20　「昆陽先生といも盛衰記」 二瓶英二郎 1976 目黒区郷土研究会

17 東京の地理がわかる事典 鈴木理生 1999 日本実業出版社

以上

11

（１）参考史料・統計資料

参考史料・統計資料・文献一覧（江戸時代における目黒地域の農業生産）
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資① 



 22 

緑色は目黒区 

 

「東京の地理がわかる事典」（鈴木理生編著）より 

  「東京の地理がわかる事典」（鈴木理生編著） 

資③ 

資② 
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「目黒区史」より 

「目黒区史」より 

（地形・高低を見るために） 

資⑤ 

資④ 
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「東京の地理がわかる事典」（鈴木理生編著）より 

資⑦ 
資⑥ 
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「目黒区史」より   資⑧ 
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資⑨ 

（梅 一声） 

水　田 畑 計

三　　田　　村 15 94 0.4 13.1 13.5 3.0 4

上　目　黒　村 218 1,205 27.9 225.9 253.8 11.0 590

中　目　黒　村 182 538 15.9 65.1 81.0 19.6 310

下　目　黒　村 179 890 16.0 66.7 82.7 19.3 325

碑　文　谷　村 196 1,158 20.3 187.8 208.1 9.8 189

衾　　　　　　村 248 1,431 35.4 125.6 161.0 22.0 391

合　　　　　　計 1,038 5,316 115.9 684.2 800.1 14.5 1,229

（注）米の生産高には陸稲の分も入っていると推定する。

水田率（％） 米の生産高（石）

明治５年東京府志料より集計

戸数（戸） 人口（人）
面　　　　　積（町）



 27 

資⑩ 
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 29 



 30 



 31 



 32 



 33 



 34 

 


